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チェルノブイリ原発事故後における空気中の総放射線量
の時間変化と各々の同位体元素の割合
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測定結果 (23年11月15日発表)



新潟県の放射能と空間線量率
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【福島原発爆発事故後（23年3月15日）の
トリチウムと各イオン濃度の挙動】

日本原子力学会春期年会で発表(2012.3. 福井大学)



まとめ

①チェルノブイリ原発事故後の放射能影響
は、2年程度以降では、セシウム-134とセ
シウム-137の影響がほとんどである。

②空間線量で見る限り、福島市や郡山市付
近でも有意な影響が見られるが、新潟県
においては 天然由来の放射能の影響においては、天然由来の放射能の影響
が大きく、福島原発由来の影響に有意性
はほとんど見られない。

③平成23年3月15日早朝に起こった福島原
発２号機の爆発の影響は、新潟県による
と、六日町で3月15日の夕方～夜にかけ
て テクネチウム 99m テルル 129m テルて、テクネチウム-99m、テルル-129m、テル
ル-132、ヨウ素-131、ヨウ素-133、セシウム
-134、セシウム-137、などが観測された。
さらに、気団中のトリチウム増加としても観さらに、気団中のトリチウム増加としても観

測された。


